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※ページ番号は
　つけない

※このあたりに、
　機器一覧表や
　主要ストリーム一覧表
等を記述する

※このサンプルでは、A3ヨコ版
で記述している。
　A4タテ版でも構わないが、

PFD(プロセスフローダイアグ
ラム )と同サイズが望ましい。
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図中の主要なストリームのマテリアルバランス表を明記する。
○図中のストリーム名や番号と表を対応させる。
○明記すべき目安は入出口 (Feed, 製品や副生成物、パージ ) や、組
成が変わる箇所 ( 反応器、蒸留塔、気液分離器、合流点など ) の前後。

○圧力や温度の変更箇所 ( コンプレッサー、バルブ、ポンプ、熱交
換器など ) については、組成が変わらないので上図のように図中
に明記すればよい。

○必要に応じて、質量流量や質量分率を表記してもよい

数値は指数表記ではなく、小数表記で桁を揃える
 2.5E-08→0.000, 1.3E-02→0.013)
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